
秋田県の食生活パターンに関する研究（第12報）

一油脂類摂取と食生活との関係―•~

菊地亮也＊伊藤洋子＊＊林 明子＊＊＊

表1．脳卒中事後管理強化事業指定地区調査人数

1 はじめに

昭和53年度より．秋田県の食生活パターンが＇健康面

におよぼす影替について．その成績を報告 11-111してき

た．

昭和58年度は国民栄蓑調査成績と比較して秋田県股村

が特に不足している油脂類と牛乳について検討を試み

た．本報では，その中で油脂類について検討した結果に

ついて報告する．

11 調査対象および方法

A 調査対象・期日

調査対象および期日は表1．に示すとおりで，脳卒中事

後団瑶詣定の45~59オの主として股業従事者合計

3,505名の調査成績である．また，調査資料として昭和
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図1．脂質摂取国の推移 (1人1日当たり）
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44年から昭和56年までの国民栄投調査成績の全国および

秋田県の成績である．秋田県は主に都市部が対象であ

る．

m 調査成績および考察

B 調査方法

栄蓑調査は，面接聞きとり方式 (MMR方式） 3)によっ

た．

国民栄獲調査成績による，全国および秋田県の脂質摂

取量の推移を図 1に示した．

国民 1人1日当たりの摂取屈は，やや増加がみられ平

均摂取凪は，全国51.5gに比べ秋田県55.5gと少し多く

摂取している．

油脂類の摂取量について，図2でみると脂質摂取国と

同じ傾向にあり， 13年間の平均摂取国は，全国］6.4gに

対して秋田県がやや多く 18.0gである．

秋田県の農村地域の脂質摂取捐を図 3Iこ示した．

最近7年間の平均摂取段は37.9g,油脂類摂取国は

7.49で国民栄養調査成績の秋田県より脂質が18g不足

で，油脂類では11g不足であり，とくに農村地域で油脂

類摂取量のきわめて少ないのが特徴である．

昭和50年と57年の秋田県腹村の脂質，油脂類摂取母の

比較を表2でみると，脂質は34gから44gと10g増加し

表2. 脂質・油脂類の摂取量

(1人1日当たりM士S.D.) 

昭和50年 昭 和 57 ＂： 

計 男 女 計

脂 閃g 34 40士24 41士17 44-t21 

動物ヤt ,nng 22 26:二17 20:::10 22士l4

コレステロール119 369:=230 284:r 161 322±200 

胞fII脂肪酸 (S)9 5.7=4.8 5.J:t2.6 5.3±3.6 

多価イ漬飽和脂肪俄(P)9 ll.1=6.4 10.1土4.8 10.6土5.6

脂門エネルギー lt 15 18士6 20士7 19:t6 

動物性 lihn lt 53::14 47土］5 50:1:15 

p / s lt 2.1士0.6 2.1士0.6 2.1士0.6

油 桁 頚 8 7士8 7±6 7土7

（杭物油） 6士7 6士6 6士7

N 478 492 602 1,094 

ているが．動物性脂質22gおよび油脂類の8，から 7,

と殆んど変化がなく，加工食品などからの脂質補給と考

えられる．

昭和50年10町村の油脂類および植物油摂取量との相関

関係を表3 • 4に示した．

油脂類，植物油とも各栄掟索と相関がみられ．脂質系，

鉄，カリウム，ピタミンB群が特に相関関係が高い．

栄接索比率では表51こ示したとおり，油を摂取するほ

ど穀類エネルギー比・動脂比， Na/K比， P/S比が
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図2．油脂類摂取量の推移 (1人］日当たり）
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秋田県腿村地域の油脂類・脂質の摂取推移 (1人 1日当たり）

表3. 油脂類および植物油摂取母と栄獲索摂取国の相関

相関係数

油脂類 植物油 (M士S.D.) 

エネルギー 0.)98 *** 0.)95 *•* 2095士604

たん白質 0.181 *** 0. 183 *** 77士 26

動 た ん 0. 167 *** 0. 165 *** 36士 20

コレステロール 0. 231 *** 0. 233 *** 322土200

飽和脂肪酸 0.633*…o.584*** 5.3士3.7
多価不飽和脂肪酸 0. 639... 0. 663... 10. 6土 5.6

* P<0.05 **P<0.01 ••• P<0.001 昭和57年10町村N=l,094

表4．油脂類および植物油摂取且と栄蓑摂取且の相関

相関係数

油脂類 植物油 (M士S.D.) 

食 塩 0.083 .. 0.084… 14.1士4.9
鉄 0.236••· 0.238••· 10.6土3.7

カリウム 0.241 ••· 0.242••· l.337士610

ビタミン A 0.)87... 0. 1so•u 2.351土982

B1 0.304••· 0.303●** 1.03士0.72

B2 0.224●●拿 0.216... 1.25士0,57

C 0.078•• 0.068• 158士106

表5. 油脂類および植物油摂取母と栄簑索比率との相関

相関係数

油脂類 植物油 (M土S.D.)

穀類エネルギー比 -0.263*** -0.256*** 46± 11 

勁たん比 0.106*** 0.099*** 46± 12 

勁 脂 比 -0.190*** -0.233*"'* 50± 15 

Na / K -0.167*** -0.18が『寧＊ 4．＆ヒ2.5

p / s -0.003 -0.074* 2.1士0.6

* P<0.05 tt P<0.01 *** P < 0. 001 昭和57年1薗J:FtN==l,094 

低くなり，動たん比が高くなった．

各栄簑索充足率との関係を表6でみると，すぺて，正

の相関がみられ，充足率が高くても，低くても関係がみ

られた．

つぎに，食品群別摂取但との関係は，表7• 8のとお

りである．

油脂類を摂取するほど多くなる食品群は，パン，砂糖

類，菓子類．緑黄色野菜．その他の野菜，獣烏鯨肉類，

卵類，乳類と食品数である．逆に少なくなる食品は米が

あげられる．

* P<0.05 ** P<0.01 *** P<0.001 

昭和57年10町村 N=l,094 
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表6. 油脂類および植物油と栄獲索充足率との相関

相関係数

油脂類 植物油 (M土S.D.)

エネルギー充足率 0.211 *** 0.198*** 3.8 ・t 27.2 

たん白阿 ，9 0.197*** 0.198*** 18.2 j_ 35.6 

カルシウ 0.175*** 0.172＊●● -7.4 i: 38.8 

鉄 0.221... 0.223*** -2.8 :t 36.9 

ピタミンA ,, 0.185*** 0. I 78＊●＊ 24.6上182.0

ピタミンBI ,, 0.308*** 0.303*** 30.4 + 74.0 

ピタミンB2 " 0.252*** 0.237**• 14.3 ! 50.1 

ピタミンC ,, 0.077* 0.068* 216.5 L 211.7 

*P<0.05 **P<0.01*寧*P<0.001 昭和5.7年to町村 N=1.094 

表7．油脂類および植物油摂取呈と

食品群別摂取揖との相関

相関係数

油脂類 植物油 (M士S.D.)

米 -0. 104*** -0.094 ** 255土116

ノゞ ン 0.222*** 0. 195••· 7土26

め ん 類 0.007 -0.024 47士77

砂 糖 類 0.104*** 0.109*** 5士7

菓 子 類 0.094** 0.073* 21土34

み そ -0.005 0.005 29士］7

緑黄色野菜 0. 102*** 0.091 ** 60士62

その他の野菜 0.275*** 0.285*** 198士139

野菜つけもの -0.050 -0.042 76士73

• P<0.05 •• P<O.OJ 昭和57年10町村 N=l.094

表8. 油脂類および植物油摂取量と

食品群別摂取揖との相関

相関係数

油脂顛 植物油 (M士S.D.)

魚 介 類 -0.026 -0.025 120士73

獣謁鯨肉類 0.319寧＊＊ 0.324••· 38土 70

卵 類 0.209•*• 0.213* .. 37士30

乳 類 0.104*** 0.088＊拿 76 -.t ]09 

総 食 品 0.155*** 0. l 48*** 1.620□t-502 

食品数（勁物性） 0.208*** 0.l85*** 8 1-3 

99 （植物性） 0.315*** 0.310＊寧＊ 27 :t 7 

*P<0.005 ** P<0.01 昭和57年10町村 N=1.094 

IV まとめ

秋田県殿村の油脂類摂取量は少ないが，栄登紫摂取国と

食生活および健康面で深いかかわりあいがあり，今後油

脂類摂取増への改善が望まれる．

本研究は1983年秋田県農村医学会，第60回学術大会で

発表したものである．
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